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2008年に「CD-3 4石スーパーラジオの製作マニュアル」を電子書籍として初刊行、2013
年「CD-15 修理・調整の為のトランジスタ写真集」まで 10本余りを出版しています。その
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第 2版発行にあたり、読者の方からのご指摘やアドバイスが非常に参考になりました。特
に、2013 年から 1 年余りに渡り全マニュアルの詳細な誤植情報を提供いただいた F さん、
W さんには、10年経ってからやっと改版という著者の不甲斐なさを深く反省するとともに
改めて感謝申し上げます。 
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はじめに 

ロングラン機である理由
筆者も長年の VR-500 愛用者です。救いようの無い重傷無線・ラジオヲタクなので、実に数多くの受信機を使ってきまし

たが、今も手放さずに愛用し続けている広帯域受信機が、この VR-500 ただ１機です。 

“手放さずに“と言うのは間違いで、正確には３回（いや４回か？）買い直しています。ヤフオクで売っては、しばらくする

とまた無性に欲しくなり、新品を買う。実に無駄な？浪費癖この上無い（苦笑）。 

それだけ私に取っては（恐らく、このマニュアルを手にされている皆さんも．．）とてもこだわりのあるレシーバです。 

最新機には大抵標準装備されている、空線キャンセラーや音声反転、トーンスケルチ、デジタルコードスケルチなど、受

信に便利な最新機能はありません。ネット上では「VR-500 は、八重洲無線（現バーテックス・スタンダード）が、まだ“真

面目”だった頃の最後の受信機」だと評価する人がいます。その通りだと思います。 

VR-500 は、コンパクトなハンディ型でありながら、性能の良い、実にバランスの取れた受信機です。 

良い点は、ズバリ！基本性能が良い点です。受信感度はかなり良いです。それにも関わらず、内部発振、イメージ受信

などがほとんど見受けられません。また、他機ではオマケ的要素が強い長波、中波、短波帯が実用になります。受信性

能が厳しく問われる、7MHz 帯の CW や SSB 通信も充分聞けます。まさに八重洲無線が“真面目”に作った受信機と言

えます。 

このマニュアルは？ 
このマニュアルは、VR-500 を 200%活用するために作成しました。 

最近、イヤホンジャックが破損し、メーカ修理を依頼しました。担当技術者の対応、修理代金の見積、説明、納期ともに

誠意が感じられて、とても気持ち良く修理が完了しました。このような信頼できるメーカ製品を使っているという点も、長

年愛用できる受信機という理由の一つでもあります。 

電子機器は長年使用していると、どうしても経年変化は避けられません。明らかな故障修理は一も二も無く、メーカに依

頼するべきです。誠意ある修理料金見積とは言え、送料も含めれば結構な痛い出費となってしまいます。修理期間中、

愛機が手元に無いのも寂しいものがあります。 

受信機の不調の中には、ユーザ自身でも対応できる事があります。 

ロングラン VR-500 にもいくつもの不満があります。自分自身が手を入れて改善できたらどんなに素晴らしいことでしょ



う。 

でも私たちは素人ですから、当然実現できることには限界があります。技術的な裏付けが無いまま、必要な機材が無い

まま、無理な手を入れると、大切な愛機をとんでも無いことにしてしまう恐れがあります。このマニュアルの内容は、筆者

自身が愛機とともに人柱になって裏付けが取れたものを書いています。これはヤバイと判断したものは情報のみ解

説しています。 

このマニュアルは、ユーザ自身でメンテナンスする方法を詳しく解説しています。 

筆者所有の VR-500 を用いて実際にメンテナンスを行い、このマニュアルを完成させました。技術情報データの裏付け

は、アメリカの知人からゆずってもらったオリジナルサービスマニュアル（2001 年版）と、VR-500 関連の Web サイト（海

外）の情報を参考にしました。 

ユーザ自身で可能な事の詳細は、目次と本文をご覧下さい。私たちユーザ自身でできることには限界が存在します。こ

のマニュアルでは、万が一失敗すると、大切な愛機を壊してしまうようなハイリスクな事は解説のみとしています。それは、

機材の不足か、情報の不足の為です。読者の方も無理はしないようにお願いします。

VR-500 の分解と組み立てについては、メンテナンスの基本なので、できる限り詳細に解説しています。同機の分解と組

み立ては、意外に容易です。保守性を重視しており、良くできた設計です。しかし、知らないと失敗につながるようなトリ 

ッキーな点がいくつか存在します。これらの点も詳しく解説しています。 

VR-500 の調整は、SSG（標準信号発生器）や、測定機など、機材が必要です。また、調整の実際はソフトウェア設定

（EE-PROM 書き込み）で行うものが多く、私たちユーザ自身が行うレベルでは無い？ようなことも多くあります。筆者自

身も“これをやったらヤバイな！”と判断したものは試みを中止しています。そのようなものは、読み物としてご覧下さい。 

スピーカの換装と、照明用 LED の換装を行った理由は、「音が今ひとつ」、「照明が暗い」という筆者自身の主観によるも

のです。換装後の成果は、筆者の技量によるものです。ちょっと中途半端な結果となってしまったことをお詫びします。

このマニュアルを読まれて、さらに良い結果を出された方がおられましたら、ぜひレポートをお寄せ下さい。

サポートサービス
radio1ban のマニュアルは、内容に関するご質問やお問い合わせにできる限り対応させていただきます。 

免責事項・著作権・注意事項 

このマニュアルは、radio1banが、USA/EXP 向け VR-500 のサービスマニュアル（2001 年，英文）を参考にして、日本向

け VR-500 を実際に使用して作成したものです。読者の愛機を壊す結果を招かないようできる限り留意の上編集して

おりますが、万が一不幸な結果となってしまっても、当方では責任を負うことはできません。あくまで自己責任で手を

入れていただくという点をご承知ください。 

また、本マニュアルは、バーテックス・スタンダード社（八重洲無線）とは一切無関係です。内容に関するお問い合わ

せはすべて radio1banにお寄せ下さい。 

本マニュアルの著作権はすべて radio1banにあります。無断複写、無断転載を禁止します。 

初版 ：2009年4月吉日

第2版：2024年6月20日

 radio1ban 
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1.VR-500 回路の概要 
 

VR-500 は、「RF Unit」、「μCOM Unit」、「AF Unit」と、３枚のモジュール基板から成り立っています。 

 

RF Unit は、フロントエンドユニット、第１ＩＦ増幅、第 2IF 増幅、PLL、そして電源回路で構成されています。 

AF Unit は、第３IF 増幅、検波回路、AF 増幅、そして電源回路で構成されています。 

μCOM Unit は、CPU、LCD、LCD ドライバ、照明用 LED、そして EE-PROM、ボリューム（VOL）、スケルチ（SQL）で構

成されています。 

 

RF Unit 
BNC アンテナ端子から入った高周波信号は、ATT 回路を通過後、受信周波数によって、マイコン制御とダイオードＳＷ

により、９つのバンドパスフィルタ＆ＲＦ増幅のいずれか１つが選択されます。 

 

BAND 受信周波数帯 フィルタ RF 増幅素子 

BAND 1 0.1～2MHz LPF 2SC5006 

BAND 2 2～50MHz BPF 2SC4215Y 

BAND 3 50～110MHz BPF 2SC5006 

BAND 4 110～160MHz BPF 2SC5006 

BAND 5 160～270MHz BPF 2SC5006 

BAND 6 270～370MHz BPF 2SC5006 

BAND 7 370～470MHz BPF 2SC5006 

BAND 8 470～780MHz BPF 2SC5010 

BAND 9 780～1300MHz HPF uPC2748T 

 

増幅された高周波信号は、第１周波数混合（uPC2757T）で、PLL 回路から来た第１局発信号と混合されて、248.45MHz

または 429.15MHz の第１ＩＦ信号が作られます（アップコンバージョン方式）。 

 

第１IF 信号 248.45MHz は、ルーフィングフィルタ（LSFB19-248-220K0）を通過して第１ＩＦ増幅（2SC5006）に入ります。 

第１IF 信号 429.15MHz の場合は、別回路のルーフィングフィルタ（LSFB19-429-800K0）を通過して第１ＩＦ増幅

（2SC5006）に入ります。 

 

ルーフィングフィルタとＩＦ増幅された信号は、第２周波数混合（3SK318）で、PLL 回路から来た第２局発信号と混合され

て、10.7MHz の第２ＩＦ信号が作られます。 

 

第２ＩＦ信号 10.7MHz は、セラミックフィルタ（SFECV10.7MA5-Z）を通過し、第２IF 増幅（2SC4215Y）で増幅されて、AF 

Unit の、IF サブシステム IC（TA31136FN）に供給されます。 

 

AF Unit 
RF Unit から供給された、第２ＩＦ信号 10.7MHz は、IF サブシステム IC（TA31136FN）内の第３周波数混合セクションで、

水晶発振による 10.245MHz と混合されて、第３ＩＦ信号 455kHz が作られます。 

 

455kHz 信号が、NFM（ナローFM）の場合は、セラミックフィルタ（KBF-455RS-15A）を通過後、いくつかの不要な回路を

スキップして、IF サブシステム IC（TA31136FN）により FM 検波されて音声信号が作られます。 

 

455kHz 信号が、WFM（ワイド FM）の場合は、セラミックフィルタを使用せず、ダイレクトに IF サブシステム IC

（TA31136FN）に入り、FM 検波されて音声信号が作られます。 



 

455kHz 信号が、AM の場合は、セラミックフィルタ（KBF-455RS-15A）を通過後、３段の第３ＩＦ増幅（すべて 2SC4617R）

で増幅されて、ショットキーバリアダイオード（MA729）で AM 検波されて音声信号が作られます。 

 

455kHz 信号が、SSB/CW の場合は、セラミックフィルタ（KBF-455RS-4AS）を通過後、３段の第３ＩＦ増幅（すべて

2SC4617R）で増幅されて、458kHz セラミックオシレータ（CSBF458J-TC01 セラロック）により、456.5kHz（LSB/CW）また

は 453.5kHz(USB)のＢＦＯ信号とあわせて、ショットキーバリアダイオード（2 個の MA729、ダイオードは４本）によるリング

検波されて音声信号が作られます。 

 

AVX 京セラ セラミックフィルタの特性 

Pass Band Width 
Part No. Center Frequency 

6dB 40dB 

Insertion

Loss 
Imp. 

VR-500 

Mode 

KBF-455RS-15A 
455kHz 

±1.5kHz 

±7.5kHz

min. 

±15kHz 

max. 

6dB 

max. 
1.5kΩ 

NFM 

AM 

KBF-455RS-4AS 
455kHz 

±1.0kHz 

±2.0kHz

min. 

±7.5kHz 

max. 

6dB 

max. 
2.0kΩ 

SSB 

CW 

 

※ 非公開のオプション設定“NAM（ナローAM）”は、上記の、SSB/CW 用セラフィル（KBF-455RS-4AS）が使用されて

いると思われます。 

 

検波された音声信号は、アナログ SW（BU4094BCFV）を通過して、オーディオプリアンプ（UMX2N）に入ります。 

増幅された音声信号は、μCOM Unit にあるボリューム(VOL)で適度な音量に絞られて、２本の 2SA1588Y のオーディ

オアンプにより増幅されて、最後にイヤホンジャックまたはスピーカから音声が出力されます。 

 

 



2.VR-500 の分解 
 

Over View 
 

VR-500 の分解は、作業の手順を間違わずに行えば意外に容易です。安物受信機にありがちな、パズルのような配線も、

凝ったギミックもありません。しかし、小型ハンディ機なので、電子回路はすべてチップ部品を使用しており、繊細で細や

かな作業になります。使用しているネジは、M2(+)と M1.7(+)なので、精密機器用の(+)が必要です。 

 

VR-500 は、３枚のモジュール基板で構成されています。 

・ RF ユニット（RF Unit） 

・ コントロールユニット（μCOM Unit） 

・ AF ユニット（AF Unit） 

 

３枚の基板は、アルミ製のフレームにネジで固定されます。基板間の接続は多ピンの小型ジャックで接続されており、ワ

イヤー配線やフラットケーブルはありません。したがって、シールドケースのアーシングや、アンテナコネクタを除けばは

んだ付けはありません。スピーカは、フロントケースに接着剤で固定されていますが、スピーカ端子は、μCOM ユニット

にあるシールドフィンガーと呼ばれる金具との接触で接続しています。 

 

液晶（LCD）は、照明用 LED とともに、μCOM ユニットに付いています。 

 

VR-500 で使用しているネジの種類と本数は以下の通りです。 

ネジの種類 本数 

PAN HEAD SCREW  M2 X 4 B#3 2 

PAN HEAD SCREW  M2 X 5 B#3 2 

PAN HEAD SCREW  M1.7 X 3 #3 9 

PAN HEAD SCREW  M1.7 X 3.5 B#1 2 

 

 

失敗しないために！ 
 

VR-500 の分解作業で、最も多いトラブルは、ねじ穴が潰れてしまうことです。サイズに合った、（＋）の精密ドライバを用

意してください。しかし、取っ手が細い為、強く締められている箇所は、緩めることが難しい場合があります。そのような場

合は、ドライバをねじ穴に垂直に立てて、指で押さえながら、ペンチで少し介錯してやると安全に緩めることができます。 

 
（上）精密ドライバ 

（中）介錯用ペンチ 

（下）ピンセット 
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